
17．豊田市民の10年間における防災意識の変化

正木和明

1．経緯
　土木工学科防災研究室は豊田市から平成17年度に「防災カルテ作成業務」を受託し、市民の防災力（家庭防災
力）の評価に関するアンケート調査を実施した。以来、10年が経過し、東日本大震災も経験した。この10年間で
市民の家庭防災力がどれくらい向上したかを検証するために平成27年度アンケート調査を実施した。

2．家庭防災力カルテ
　「防災カルテ」とはある地域、組織、個人の防災力をアンケート調査により数値化（レベル１〜５で評価）し、
レベルの低い項目について重点的に対策を講じるアセスメントに供するものである。病院における検査、診断、
処方を記したカルテをイメージしたものである。対策を講じた後、数年後に再評価し対策の効果を検証する事が
可能である。数値化した事により具体的、客観的に評価できる特長がある。

3．調査方法
⑴　アンケート調査用紙

　調査用紙は平成17年度に使用したものと同じであるが、回答を①東日本大震災直前、②同直後、③現在、の
３時点において答えていただいた。

⑵　配布・回収方法及び回収率
　豊田市災害対策課を通じて自主防災会連絡協議会に配布回収を依頼した。配布先は豊田市全自主防災会（328）
であり、各会に10枚（10人）配布した。配布日は12月上旬、回収日は12月下旬から翌1月下旬である。いずれ
も郵送により行った。配布枚数は3,280枚、回答枚数2,572、回収率78％である。ただし、①〜③全ての時点で
の回答が記入された有効回枚数は1,127枚、有効回答率は34.4％と低かった（これは回答方法が複雑であった事
が原因と思われる）。

⑶　解析方法
　調査用紙には、自主防災会名、小学校区、年齢、性別を記入していただいた。この結果、自主防災会別（225/328）、
小学校区別（75/77）、中学校区別（27/27）、豊田市全域の統計処理が可能となった。

図１　豊田市中学校区（77学区）
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4．調査結果

⑴　項目別評価（レーダーチャート）

　アンケート設問は23あり、それぞれレベル１〜５で評価した。これを６項目（避難備蓄、ハード対策、ソフ

ト対策、医療、地域・互助）に分類し、平均点を項目別レベルとした。図２は、27年度もっともレベルが低かっ

た矢並小学校区の例である。比較のために、豊田市全体の評価を併記してある。この様なレーダーチャートを

分析する事により、自主防災会別、小学校別等の低評価項目が洗い出され、対策の必要性が定量的に明確化で

きた。

⑵　10年前と現在の家庭防災力比較

　図３に、全ての小学校区におけるレベルの変化を示す。横軸は10年前のレベルであり、縦軸は現在のレベル

である。45度の斜線より上にあればレベルアップしたことになるが、２学区を除く小学校区において家庭防災

力が向上したことが明白になった。

図２　豊田市75小学校区平均と矢並小学校区の比較
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図３　75小学校区別家庭防災力の比較
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⑶　東日本大震災前後および現在での防災力比較（変化）

　図４は、評価６項目別に見たレベル変化である。すべての項目について向上が見られる。

　図５は質問項目別に見た時間変化である。東北大震災直前、直後、および現在におけるレベルは明らかに順

次向上していることが分かる（豊田市全体を対象）。他の22項目においてもこの順でレベルアップしており、

東日本大震災を契機として防災力が向上している事は明らかである。一般的には、震災後関心が風化すると言

われているが、豊田市においては風化されず、現在も更に向上している事がわかった。

図４　６項目別に見たレベル変化（すべての項目でアップ）
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1.家具の転倒防止についてお答え下さい。

ほとんどの家具にしてある。 大きな家具のみにしてある。

一部の家具のみにしてある。 今後する予定である。

する予定は無い。
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5.食糧・飲み水についてお答え下さい。

家族全員の３日分以上準備してある。 1日分程度準備してある。

食糧のみ、または水のみ準備してある。 畑などがあるので準備する必要が無い。

準備する予定は無い。
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4．まとめ

　10年前、東日本大震災直前、直後およびＨ27年度時点における豊田市民の家庭における市民一人一人の防災力

は確実に向上していることが明らかとなった。回答者が10年前と異なる点に問題が残るが、東日本大震災前後お

よび現在の回答者は同一人であり、この順でレベルアップが見られることは明らかである。ここ10年で防災力が

向上したことは間違いないと言えよう。

図５　質問項目別に見たレベルの変化

 

28

12

8

146

87

46

143

132

55

417

469

315

393

427

703

現在

震災後

震災前

11.被災時、家族との連絡方法についてお答え下さい。

連絡方法をしっかり決めてあり、１７１サービス利用方法も知っている。

１７１サービス利用方法を知っているのでこれを利用する。

連絡方法をしっかり決めている。

連絡方法をなんとなく決めている。

何も決めていない。

 

221

135

112

492

484

366

139

165

172

114

137

153

161

206

324

現在

震災後

震災前

20.地震ハザードマップや防災マップを知っていますか？

壁に貼ってある 見たけどしまってある 家にあるが見ていない
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